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朝夜が少しずつ涼しくなってきました。 

暑さも少しずつ和らぎ、運動するにも、勉強をするにもいい 

季節になってきています。 

でも、うっかり窓を開けて寝ると、体が冷えて体調を崩して 

しまうことがあるかもしれません。気を付けてくださいね。 

 

【 打撲をしたら？捻挫をしたら？ 】 
 部活動や体育でも、毎日活発的に運動をしている様子が窺えます。 

みんなが楽しく、自分のプレイ向上に向けた取り組みをしているのだと思うと嬉しく

なります。 

その一方、ケガをして保健室に来る生徒が増えてきています。 

打撲や捻挫をした場合、早めの手当てをすると、早く回復し、また元気にプレイが 

できます。 

無理をせずに、痛みがある時は以下の処置を行い、自分の体をいたわりましょう。 

 

 

 

 



 

日本は地震大国と言われるほど、地震の発生がとても多いです。日本は、地震・火山活

動が活発な環太平洋変動帯に位置し、世界の０．２５％という少ない国土面積と比較して、

地震の発生回数の割合は、全世界の１８．５％と極めて高いものとなっているようです。

近年日本でも、多くの地震が発生し、多くの死者やけが人を出したことは記憶に新しいと

ころです。                                    

もしもの時に備えて、今できることは何か、身近な人と話しておきましょう。また、筑豊

高校のある直方市や皆さんが住んでいる地域でも「防災ブック」や「ハザードマップ」な

どがホームページに記載されています。一度ご覧になってください。 

【参考文献：国土交通省 水管理・国土保全局 防災課 ホームページより】 

 


